
事業名 
平成 26年度能登キャンパス学生教育・活動支援事業「学生課外活動」 

「能登の祭り支援事業」 

活

動

形

態 

活動場所 ①穴水町沖波／②輪島市門前町／③能登町松波／④珠洲市宝立町 

活動人数 

①穴水町「沖波大漁祭り」：20名（金沢星稜大学 20名） 

②輪島市「黒島天領祭」：26名（金沢大学、金沢星稜大学 26名） 

③能登町「松波人形キリコ祭り」「石井地区の祭礼」：14名（金沢大学等 14名） 

④珠洲市「珠洲デカ曳山まつり」：24名（金沢大学、石川県立大学、石川県立看護大

学 等 24名） 

【計 84名】 

活動内容 担い手不足に悩む能登の祭りに学生を派遣する 4 つの課外活動を実施した。平成

25年度に続き、平成 26年度も「能登・祭りの環プロジェクト」として、奥能登 2市

2町で行われる祭りについて、市町ごとに１つを選定・参加し、地域住民等との交流

等を通じて、協働で地域伝統行事である祭りの魅力や地域課題について学んだ。 

 

①穴水町：沖波大漁祭り【8月 14日～15日】 

金沢星稜大学生 20名が参加した。 

 

②輪島市：黒島天領祭【8月 17日～18日】 

金沢大学、金沢星稜大学の学生 26 名が参加した。祭りは 8 月 17 日、18 日の 2

日間の日程で開催される予定であったが、大雨のため 18日のみの開催となった。

参加学生のうち女性 8名が旗持ち、男性 16名が曳山の舵取り、神輿の補助などを

行った。 

黒島地区でも高齢化が進み、祭りを実施するには若い男性が不足していること

から、祭礼を実施する氏子総代長や黒島区長から学生参加の依頼が輪島市役所等

を通じてあった。 

 

③能登町：松波人形キリコ祭り、石井地区の祭礼【7月 26日～27日】 

金沢大学の学生等 14 名が、2 チームに分かれ、「松波人形キリコ祭り」に 6 名、

「石井地区の祭礼」に 8名参加した。「松波人形キリコ祭り」は昨年度に続き 2回

目の参加で、今回はハンドウ縄というキリコのバランスを保つ綱を引く役が与え

られた。「石井地区の祭礼」では、諏訪神社と火の宮神社から神輿が出て、キリコ

１本が担がれた。 

 

④珠洲市：珠洲デカ曳山まつり【10月 11日～12日】 

金沢大学、石川県立大学、石川県立看護大学の学生計 24名が参加した。 

 


